






（適用）

第１条 本工事は、大山ポンプ場樋門監視操作盤修繕工事である。

２ 工事施工にあたっては、この仕様書によるほか、日本下水道事業団（以下｢事業団｣と

いう。）制定の｢工事一般仕様書｣、｢同施工指針｣その他関係法令に従い施工すること。

３ 図面又は特記仕様に記載された事項はその仕様による。

（提出書類）

第２条 受注者は次の各号に掲げる事項を記載した書類及び別に定める提出書類一覧表に

よる書類を提出しなければならない。ただし、様式及び提出部数は上下水道局の監督員

（以下、「局監督員」という。）と協議すること。

（1）工事施工前、施工中及び完成時の記録写真帳

（2）関係官庁その他に対する諸手続きの写し

（3）その他監督員が必要と認める書類

（資格を必要とする作業）

第３条 資格を必要とする作業は、それぞれの有資格者を持って作業しなければならない。

（工事用電力及び用水）

第４条 工事施工に必要な電力、用水及びこれに要する仮設資材は、受注者の責任で処理

しなければならない。ただし、局監督員と協議の上、軽微な電力及び用水は場内のものを

使用することができる。

（安全管理）

第５条 受注者は工事の施工にあたっては常に細心の注意をはらい、労働安全衛生法等を

遵守し、公衆及び従業員の安全を図らなければならない。人身事故等が発生した場合には、

速やかに局監督員に報告しなければならない。

（実施工程表）

第６条 着工に先立ち実施工程表を作成し、局監督員の承諾を受けること。

（施工計画書）

第７条 受注者は現場着手に先立ち、局監督員と協議の上、施工計画書を作成し提出する

こと。

（承諾図書の提出）

第８条 受注者は設計図書に従い承諾書を提出し、承諾を得て製作・施工に着手すること。

（施工管理）

第９条 出来形及び品質管理は原則として施工指針によるが、これにより難い場合は監督

員と協議の上、準拠した他の方法とすること。

（現場管理）

第10条 受注者は工事現場内において、監理技術者・主任技術者（下請負人を含む）に

工事名・工期・写真・所属会社名及び証明印の入った名札を着用するものとする。

（工事期間）

第11条 本工事の工期は工事検査期間として１４日間を見込むこと。

（発生材の処理）

第12条 発生材は、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、廃棄物の処理及び

清掃に関する法律その他関係法令等に基づき適切に処理すること。また、廃棄物が生じた

場合は、マニフェストを提出すること。
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（その他）

第13条 本工事施工中、構造物その他設備等の関係で起こる軽微な変更は、施工設計図を

提出し、局監督員の承諾を得て変更すること。ただし、当該変更の範囲は、設計の本質的

機能を変えるものであってはならない。

（特記事項）

第14条 本工事は、法定外の労災保険契約の保険料を見込んでいる。
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大山ポンプ場

手城調整樋門

大山ポンプ場樋門監視操作盤修繕工事工事名称

福 山 市 上 下 水 道 局

縮尺図面番号 １

工事場所

国道２号線

すこやかセンター

福山東警察署

工事場所

工事場所

工事場所

大山ポンプ場

工事概要

手城調整樋門

付近見取図　大山ポンプ場周辺平面図

福山市入船町三丁目地内

大山ポンプ場周辺平面図(Non scale)付近見取図(S:1/10000)

図示(A3)

・既設ケーブルの予備線を用いて、手城調整樋門から大山ポンプ場に樋門開度に係る信号を送信する。

・試運転調整する。

・大山ポンプ場内で手城調整樋門の樋門開度を確認するため、大山ポンプ場内に樋門開度計盤を新設する。

・手城調整樋門のコントロールバルブに開度発信器を設置する。



4-20mA

No.1～No.4バルブコントロール（既設）

手城調整樋門

既設型式

既設メーカー

大山ポンプ場

大山ポンプ場

樋門監視盤（既設）

端子台（既設）

端 子 台

CVVMAZV2-30C(14C予備)(メッセンジャーワイヤ)(既設)

CVVMAZV2-30C(14C予備)(C51・F2-W63)(既設）

プ ル ボ ッ ク ス

（ 既 設 ）

サイズ

筐体

屋内壁掛型

鋼板2.3t以上

鋼板2.3t以上扉

取手 鍵付

メラミン樹脂焼付塗装（半つや仕上げ）

アナログ開度計４台(信号：4-20mA)

アイソレータ４台

避雷器４台

組込品

摘要

盤内図盤外観図

形式

施工者銘板取付(盤内)

製造番号

塗装色：5Y7/1、塗膜：40μm
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ア ナ ロ グ 開 度 計

大山ポンプ場樋門監視操作盤修繕工事工事名称

工事場所

図面番号

福 山 市 上 下 水 道 局

縮尺

樋門開度計盤仕様

福山市入船町三丁目地内

バルブコントロール仕様（既設）

樋門監視盤姿図(既設)　バルブコントロール仕様（既設）

図示(A3)

CVV2-10C(2C予備)(G22・F2-W24)（既設）

樋門監視盤姿図（既設）（Non Scale）

LTKD-05W(No.1～No.4)

西部電機株式会社(No.1～No.4)

No.1:JU0112092101-2

No.2:JU0112092101-4

No.3:081HB004601-2

No.4:9410HB255-2
バルブコントロール)

(手動ハンドル設置側の

２

系統図（１台分の開度計のみ図示しています。）

アナログ開度計新設(計４台)

樋門開度計盤(新設)(本工事)

アイソレーター新設(計４台)

避雷器新設(計４台)

端子台（既設）

予備線を結線する。(本工事)

樋門監視盤（既設）

手城調整樋門

信号発信機追加(計４台)(本工事)

塗装

予備線を結線する。(本工事)

樋門開度計盤姿図（参考）S:1/10

樋門開度計盤姿図（参考）　樋門開度計盤仕様　系統図

H300×W550×D300

盤銘板取付(盤名称、NO.1からNO.4)
EM-CEE2.0°-8C、EM-IE-2.0°(新設)(本工事)

予備線を結線する。(本工事)

開度発信器は手動ハンドル設置側の
バルブコントロールに追加する。(本工事)

端子台（既設）

予備線を結線する。(本工事)



大山ポンプ場樋門監視操作盤修繕工事

福 山 市 上 下 水 道 局

工事名称

工事場所

図面番号 縮尺

福山市入船町三丁目地内

大山ポンプ場平面図、手城調整樋門配置図

図示(A3)３

入口
機器搬入口

排水路

No,2雨水ポンプ

排気管

燃料小出槽No,1雨水ポンプ
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機器搬入口
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燃料タンク室 除塵機現場盤
除塵機配電盤

発電機

結線する（本工事）

プルボックス（既設）

プルボックス内部で予備線を

2階部分

入口

CVVMAZV2-30C(14C予備)(メッセンジャーワイヤ)(既設）

CVVMAZV2-30C(14C予備)(C51・F2-W63)(既設）

出：樋門監視盤（手城調整樋門）

６８００

水平しさ搬出機

樋門監視操作盤（既設）

樋門開度計盤（新設）

樋門開度計盤を追加する。詳細は2頁参照。(本工事)

大山ポンプ場平面図(S:1/150)

工事個所

開度計発信機新設(計4台)(本工事)

No.1

No.2

No.3

No.4

CVVMAZV2-30C(14C予備)(メッセンジャーワイヤ)(既設）

手城調整樋門監視盤（既設）

至：開度計盤（大山ポンプ場）

ゲート開閉操作盤（既設）

CVV2-10C(2C予備)(G22・F2-W24)（既設）

予備線を結線する(本工事)

手城調整樋門

B-B詳細図(S:1/60)
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手城調整樋門平面図(S:1/300)

EM-CEE2.0°-8C、IE-2.0(新設）(本工事)
予備線を結線する(本工事)。

予備線を結線する(本工事)

予備線を結線する(本工事)


